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飛騨市総合政策指針を策定
「みんなが楽しく心豊かに暮らせるまち」の実現を目指して

策定の趣旨
　飛騨市は、既に高齢者の人口が減り始め、全国の人口構成等の推移を先取りしている「人口減少先進地」です。本市で
は、人口減少を正面から受け止めた上で、今後も人口推計通りに人口が減っていくことを前提とし、あらゆる未知の課題に
対して柔軟かつ臨機応変に対応し、その上でどういう豊かなまちづくりができるのかを示す基本的な指針として、飛騨市
第２次総合計画の後継となる新たな指針「飛騨市総合政策指針」を策定しました。

 位置づけ
　飛騨市総合政策指針は、本市の５年後にありたい姿と、そのために進むべき方向を示す基本的な指針であり、未知の課
題に挑戦する姿勢を示したものです。
　政策重視の市政運営を図るため、飛騨市第２次総合計画の後継となる本指針は、市の最上位計画であるとともに、「第２
期飛騨市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、「飛騨市人口ビジョン」を兼ねる計画です。

 計画期間
　本指針の計画期間は、2020年度（令和2年度）から2024年度（令和6年度）の5ヶ年です。

 策定にあたっての基本的な考え方
　本指針は、政策の大きな柱を示し、具体の事業は毎年度の予算の枠内で組み立てることを基本としながら、「元気であん
きな誇りの持てるふるさと飛騨市づくり」を政策の基盤として策定しています。

 施策の具体化とその検証
　各施策の組み立てにあたっては、市民との様々な対話を通じて得られる生の声を取り入れながら各事業内容を精査す
るとともに、各分野の代表市民で構成する市の最上位審議会「飛騨市総合政策審議会」において、政策の検討・検証を行う
ものとします。

まちの将来像
　本市では、次々と未知なる課題が生まれる人口減少時代の中にあって、問題を前向きに捉え、一つ一つの課題に丁寧に
向き合い、現場での市民の声や困り感を肌で感じる中で、様々な知恵と工夫で課題を暮らしやすさに転換しながら、市民の
結束力やコミュニティの力を高めていきます。
　こうした取り組みの積み重ねにより、自分自身が住み慣れた環境の中で、誰もが心豊かに穏やかに過ごすことができる
まちをつくることが出来ると考えています。
　そして、こうした取り組みの一つ一つを全国にしっかり発信し、「飛騨市」の認知度を高めることが、「飛騨市に住めば何か
楽しいことが起きる」、「何か楽しいことができる」という“気”を市内全域に醸成することに繋がり、本市に住み、そして関わ
る全ての人々が、毎日の生活を楽しく暮らすことが出来るようになると信じています。
　このような考えから、本市が目指す５年後のまちの将来像を「みんなが楽しく心豊かに暮らせるまち」とし、誰一人取り残
されず、互いを家族のように支え合えるまちづくりを進めます。
　そして、まちの将来像の実現のため「元気であんきな誇りの持てるふるさと飛騨市」の政策方針のもと、人口減少先進地
としての全国モデルとなるまちづくりを推進していきます。

 将来像実現のための基本姿勢
　将来像の実現のため市が市政運営の主体となり、市民のみならず、飛騨市に関わる全ての方、企業・団体、大学などあら
ゆる方と一体となって今後のまちづくりを進めます。

（１）対話と協働　　（２）交流と連携　　（３）挑戦と前進



一般会計

特別会計

企業会計

総　　額

会計区分 予算額 対前年比

177億円

85億5,800万円

26億1,263万円

288億7,063万円

△4.9%

+1.3%

△7.6%

△3.4%
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●一般会計歳入

●当初予算の規模 ■
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歳　入
177億円

その他交付金 6,600万円（0.4％）
地方消費税交付金
５億6,000万円（3.2％） 地方譲与税 １億8,700万円（1.0％）

分担金及び負担金
１億7,150万円
（1.0％）

使用料及び手数料
２億5,811万円
（1.5％）

繰入金 12億1,760万円（6.9％）

繰越金 ３億5,000万円（2.0％）

諸収入等
８億2,015万円（4.6％）

国庫支出金
13億6,623万円
（7.7％）

県支出金
11億423万円
（6.2％）

市債
11億4,370万円
（6.5％）

市税
34億5,548万円
（19.5％）

地方交付税
70億円（39.5％）

自主財源 35.4%

外部財源 64.6%
※表・グラフは表示単位で四捨五入
　 しているため、合計が一致しない
 　場合があります

会計区分・会計名 予算額

特別会計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業

農村下水道事業

個別排水処理施設事業

下水道汚泥処理事業

駐車場事業

情報施設

給食費

公営企業会計

水道事業

国民健康保険病院事業

85億 5,800万円

28億 6,750万円

4億 2,350万円

34億 850万円

10億 4,700万円

1億 8,100万円

3億 2,700万円

1,400万円

1億 6,100万円

470万円

8,700万円

3,680万円

26億 1,263万円

8億 903万円

18億 359万円
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令和２年度 
一般会計　177億円

飛騨市の予算
　市議会３月定例会において、令和２年度当初予算が可決されました。
　一般会計及び特別会計、企業会計の総額は288億7,063万円で、前年度当初予算と比較して10億1,581万円
の減（△3.4％）となりました。

●特別会計・企業会計予算の内訳

※増減率は、令和元年度当初予算との比較です
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